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1. はじめに 

コロナ禍となってから約２年が経過した現

在、マスクを着用することは当たり前となっ

ている。私達は、日常生活において不快なに

おいとされるタバコ臭を低減する消臭物質を

マスクに加工し、着用するだけでタバコ臭を

防ぐことができるマスクを制作するために、

研究を始めた。 

消臭効果を有するマスクは様々なメーカー

により、販売されている。しかし、それらの

マスクがどれほどの消臭効果を示すのかは不

明であり、たばこの臭いに着目したものもな

い。また、吸気に対しての効果を想定したも

のでもない。マスクに加工する消臭物質とし

ては、タバコ臭の消臭に注目することから、

アセトアルデヒド1) に消臭効果を示すもの、

マスクは常に人肌に触れているという点から、

天然素材である(人体に害がない)こと、マス

クに加工しやすいこと、この３点に条件を絞

り消臭物質を探した。その結果、まず柿タン

ニンという柿渋として広く利用されている物

質に着目した。タンニンは植物界に広く分布

し、水に溶けて2)一般的に消臭効果を持つとさ

れ、古くから柿の葉寿司などに利用されたり、

近年ではホルムアルデヒドの除去効果3を利用

したシックハウス対策にも用いられている。 

 

2. 目的 

マスクによってタバコ臭を防ぐため、カキタ

ンニンを加工したマスクによってアセトアル

デヒドへの消臭効果を確認する。 

 

3. 方法 

＜マスクへの加工＞ 

濃度１％の柿タンニン4 溶液に布(ポリエステ

ル)を浸し、布に柿タンニンを加工する。 

手順 

                                                   
1  村上栄造 （2010）たばこ臭の評価に関す
る研究 第3報 環境たばこ煙の臭気成分，58. 
 
2  村上栄造 （2010）たばこ臭の評価に関す
る研究 第3報 環境たばこ煙の臭気成分，58. 
 

１．温水に柿タンニン粉末を溶解させ、濃度  

１％の溶液をつくる。 

２．溶液と布の質量比を１０：１として溶液  

に布を浸す。 

３．スターラーで攪拌しながら１分に２℃の  

ペースで温度を上げる。 

４．100 度まで達した後、その温度を 30 分   

保って、染色を行う。 

５．容器を冷水で急冷し、20分間 80度で乾燥 

させる。 

 

＜アセトアルデヒド濃度の経時変化の確認＞ 

手順 

１．デシケーター内にアセトアルデヒドと消  

臭物質を組み込んだ布を入れる。 

２．時間間隔を置き検知管(ガステック製アセ    

トアルデヒド No.92M)を用いてアセトア        

ルデヒド濃度(ppm)を計測する。 

３．染色布と未加工布のアセトアルデヒド経  

時減衰率を比較する。 

図１.アセトアルデヒドの測定 

4.今後の展望 

先に示した方法によって柿タンニンがアセ

トアルデヒドに対して消臭効果がどれくらい

あるかを調べる。 
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